　マクロが動作する状態で使用してください。

　サーバー上でも、個人のコンピュータ（クライアント）上でも動作します。

　添付ファイルを任意の場所に保存後、立ち上げると、下の「ダイアログ」を表示（表示しない場合は、マクロが無効に設定されていると思いますので、マクロが有効になるように設定してください。）します。

　最初に使用する場合は、「既取得年休累計」の欄が空欄になっていますので、現時点での累計を入れてください。

　「今回取得年休」欄には、今回取得する年休を入れてください。入力後、「計算開始」ボタンを押すと「既取得年休累計」と「今回取得年休」を合算したものを「年休累計」欄に表示します。

　さらに計算したい場合は、「再度計算する」ボタンを押してください。

　「リセット」ボタンを押すと、「既取得年休累計」が空欄となります。年度始めなどにご利用ください。
　「１日に繰り上げる時間数」は、勤務形態によって設定してください。

　例えば、常勤の職員は「７時４５分」、再任用で「週３日・週１９時間２０分」は「６時２７分」、「週４日・週１９時間20分」は「４時５０分」を設定します。
　次回に使用する場合は、今回の「年休累計」を「既取得年休累計」の欄に表示するはずです。ただし、連続して使用しない場合（例えば、日にち単位での年休を取得したためにツールを使用しなかった場合など）は、「既取得年休累計」欄に正確な時間等を表示しませんので、「既取得年休累計」欄の数字を修正してください。

　終了する場合は、「閉じる」ボタンを押してください。
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